
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
夏休みに向けて、各家庭でお子さんと共に、夏休みのめあてや計画を立てたこと 

と思います。子どもが家庭で過ごす時間が多くなる夏休みに、「話そう！語ろう！ 
わが家の約束」運動に取り組んでみませんか？約束で子どもをしばるわけではあり 
ません。約束は家庭内のコミュニケーションを深めるきっかけです。ひょっとした 
ら、約束を守れない日があるかもしれません。そんなときでも、叱るのではなく、 
励ましの声かけをしてください。励ましの言葉が、子どものやる気を引き出します。 
岐阜県のＨＰから「話そう！語ろう！わが家の約束実践カード」をダウンロード 

して使うことができます。 

 

 

 

日 時 令和元年６月２８日（金）１３：００～１４：００ 

  場 所 土岐市立泉西小学校附属幼稚園 

  参加者 全園児・保護者１７名・保護者役員６名 

  講 師 ドナルド・マクドナルド 

親子で食育を学ぶ家庭教育学級 

 泉西小学校附属幼稚園では、役員の方がアイディアを出し合って、 

積極的に家庭教育学級に取り組んでいます。２８日は、親子で、ドナ 

ルド・マクドナルドと一緒に考えながら、“食事の大切さ”について 

楽しく分かりやすく学ぶことができました。 
講話の内容      

・ドナルドが登場！ドナルドじゃんけんで子ども達は大喜び。 

・ドナルドと一緒に、お話の国へドライブ。 

「お母さんに頼まれたお肉を買いにお肉屋さんに。とり肉はやきとり、 

ぶた肉はとんかつ、牛肉はステーキ。やきとりととんかつを食べな 

がらおかずはステーキ。デザートはさしみでいいかな。」 

「いろんなものをバランスよく食べることが大切だね。」 

「“いただきます”と言うのは、生き物の命をいただいているから。 

ありがとうの気持ちが大切だよ。」 

・ドナルドとリズム体操 

・うさぎの絵が白ウサギや黒ウサギになる手品 
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東濃地区の子育て・親育ち通信 

 

「ハロードナルド！」 

家庭教育学級の紹介 

【このよさを学びたい！】 

・ドナルドと一緒に手遊びをしながら、いつの間にか、食育の大切なこと「バランスよく食べる」「生き物の命をい

ただいている」を学ぶことができたこと。 

・親子で楽しく学べるよう、講話の内容を工夫して、家庭教育学級が開催されていること。 

岐阜県みんなで子育て 
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日 時 令和元年７月１日（月）１０：００～１２：００ 

      場 所 中津川市坂本事務所コミュニティールーム 

      参加者 乳幼児保護者１５名 

      講 師 安藤 広子 氏（中津川市生涯学習スポーツ課 社会教育指導員） 

サロン型の交流を通して子育ての悩み解決の糸口が見つかる乳幼児学級 

 坂本公民館では、子育てについて話し合い、悩みを共有して友好を深めることをめあてに、乳幼児学級

で「おしゃべり会」を開催しています。１日は、「ＮＰ（ノーバディー・パーフェクト）完璧な親はいな

い」の簡易版を体験して交流しました。 
内 容 

・紙に自分の紹介をメモしながら交流。 

・グループで話したいことを出し合い、一つのテーマで話し合う。 

 「できていない自分を責めてしまう」「夫の育児参加」「イヤイヤ期」 

 「You Tube が見れないとグズる」「兄弟喧嘩の仲裁の仕方」等 

・自分達の課題に対して、どうしたら解決できるのか話し合う。 

・グループの話を全体で交流しアドバイスする。 

 「できなくても、まっいいかと思う」「何をイヤと言っているのか探る」 

 「ほっとく」「メディアを遠ざけ一緒に遊ぶ」等 

・イヤイヤ期は自我の芽生え。子どもの心を言葉にしてあげると、子ども 

は、分かってくれる人がいると感じ、我慢する力が育つ。 

 

 

 

 

 

 

日 時 令和元年７月２日（火）１０：００～１２：００ 

         場 所 瑞浪市陶磁資料館 

         参加者 保護者１９名 

同じ小学校へ入学する３つの園の親同士が仲良くなる家庭教育学級 

 瑞浪幼児園、みどり幼児園、一色幼児園の３園の保護者が、合同で毎月家庭教育学級を開催しています。 

３園の子ども達は、瑞浪小学校へ入学します。３園の保護者が仲良くなることは、子ども達に安心感を与

え、小学校へつながります。「絵付け体験」では、４人の役員さんが敷物とおもちゃを準備して小さな子

ども達を見守り、参加した方も安心して絵付けに集中することができました。 
内 容 

・瑞浪市陶磁資料館の方から、風鈴の絵付けについて説明していただく。 

・グループで交流しながら、風鈴に鉛筆で下書きする。 

・油性ペンで色を塗る。 

・筆でニスを塗ってツヤを出し、乾かして完成。  

・完成した風鈴は、瑞浪文化祭へ出品する。 
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ＮＰの体験 

 

風鈴の絵付け 

【このよさを学びたい！】 
・グループで作業するため、同じ小学校へ入学する３つの園の親同士が、楽
しく会話しながら取り組むことができ、活動を通して仲良くなれること。 

・役員が中心となり、親同士協力して小さい子を看合うことで、安心して子
どもを連れて参加できること。 

・短時間で絵付けができ、その場で完成した風鈴を持ち帰ることができるた
め、達成感があること。 

【このよさを学びたい！】 
・子育て真っ最中のお母さん同士が、今困っていることについて話し合うことを通して、共感したりアドバイスを
もらったりすることができ、少しでも心が軽くなって笑顔で子どもに接することができるようになること。 

・自己紹介をしたり、グループで話したいことを決めたりして、楽しく交流することで、とても仲良くなれること。 
・託児付きのため、子どもと離れて、集中して話ができたこと。 


